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北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開
概
況

(要
覧
及
び
覚
書
)

一、
開
坑
沿
革

・'鉱
業
権
者
篇
（
三
）

左

合

藤

三

郎

目

次

は
じ
め
に

e
利
用
文
献
に

つ
い
て
　

整
理
方
法
の
骨
子

(
以
上
、

四
号
)

一
、
北
海
道
石
炭
鉱
業

の
開
発
沿
革
大
要

　
沿
革
の
大
要
　

出
炭
高
の
准
移
　

鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

　
稼
行
炭
礦
数
　

指
標

の
集
約

(
以
上
、

五
号
)

二
、
開
坑

・
沿
革
概
況

　日開
坑
時
期
別
分
布
　

開
坑
の
炭
田
別
分
布
　

稼
行
炭
礦
数

　
四
開
坑
沿
革
の
タ
イ
ブ

(以
上
、
本
号
)

三
、
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
概
況

　
鉱
業
権
者
数
　

居
住
地
細
別
　

鉱
業
権
者
の
炭
田
別
進
出
状
況

　
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
構
成

の
一
斑

四
、

大
資
本
の
重
要
炭
礦
占
有
化
概
況

　
出
炭
高
別
構
成
に
占
め
る
財
閥
系

の
比
重

　
時
期
別
に
見
た
炭
礦
開
坑
経
営
者

の
種
別
構
成
概
況

五
、
北
海
道
に
お
け
る
炭
田
開
発
進
展

と
そ
の
ベ
ク
ト
ル

　
炭
田
開
発
進
展
と
主
要
な
送
炭
手
段
と
の
関
連

　
河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴
　

三
大
財
閥
系
炭
礦
分
布
概
況

附

一
、
地
元
炭
礦
大
資
本

の
不
成
立

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

二
、

開

坑

・
沿

革

概

況

北

海

道

石
炭

鉱

業

の
沿

革

の
骨

子

は

頭

初

に

記

し

た

が
、

こ

こ
に

は

諸
炭

鉱

の
開

坑

と

そ

の
後

の
沿

革

を
集

計

的

に

捉

へ
て
、

試

掘
、

開

坑

、

再
開

、

譲

受

と

い

っ
た

沿
革

の
基

本

事

項

に

つ
い

て
時

期

別
、

炭

田

別
、

稼

行

炭

礦

数

の
椎

移

概

況

を

見

た

の
ち

に

、

総

括

と

し

て
、

開

坑

沿

革

タ
イ

ブ

に

つ
い

て

一
応

重

点

的

に

記

し

て
ゆ

く

こ
と

に

す

る
・

こ

こ

で

前

以

て

お
断

り

し

て
お

く

こ
と

は
、

開

坑

数

は

時

期

別

に

そ

の
期

間

内

に
開

坑

し

た
礦

数

で
あ

り

、

こ
れ

に

は

開

坑

後

買

収

せ

ら

れ

他

礦

に

合

併

せ

ら
れ

て

一
坑

と

な

っ
た

も

の
、

再
開

の
も

の

も
含

ん

だ

数

で
あ

る

か

ら
、

そ

の

後

ま

で

持

続

せ

ら

れ

た

礦

数

と

は
異

る

。

ま

た
稼

行
炭

礦

数

も
後

掲

す

る
表

の

備

考

に
註

し

た

や

う

に
素

表

に
基

い

て
集

計

し

た
結

果

で
あ

っ

て
、

前

節

に

掲

げ

た
累

年
稼

行

炭

礦

数

は

お

の
つ

か
ら

差

異

が

あ

る

こ

と

で
あ

る
。

例

へ
ば
、

第

Ⅲ

期

に

当

る
明

治

四

四
年

、

第

Ⅳ

期

中

の
最

多

数

を

な

す

大

正

八

年
、

第

V

期

の
最

初

年

と

陥
和

四
年

の
稼
、

行
炭
礦
数
と
、
こ
こ
に
い
ふ
本

節
に
示
す
稼
行
炭
礦
数
と
を
対

照
表
と
し
て
参
考
に
掲
げ
て
澄

く
○

本節に二扱ふ

稼行炭礦数

表5に よる

稼行炭礦数

炭礦数時期別炭礦数年 次

58(5)

95(59)

74(12)

皿期

IV期

V期

17

87

77

55

M44

T8

9

S4

宥考)()内 は 試掘礦数を示 し内

数 とする。



表8. 炭礦開坑 ・試掘坑数 一(1)炭 礦 開坑 ・譲受略年表集計

時期別

1

皿

皿

Ⅳ

V

開 坑

計

31<1>

9<2>

〈2>21

(1)

<4>29
(7)

14

夕張

5

2

9

〈1>5

<1>5
(2)

空 知

<1>2

2

9<2>

15雷

〈1>5

釧路

4

2

2(1)

〈2>10

(4)

5(1)

その他

2

5<2>

1

1

1

試 掘

計

2曾1

夕張

1<1>

2①

<ls>57

15

1①

5

1

空 知

〈1>1

9<1>

2

釧路

♀曾

1

1ず42>

その他

11

10

<備 考>1.()〈 〉○ は次を表示する。

〈〉……併合されるもの

()… …再開の もの

〈〉……正式開坑 されるもの

()… …再開の もの

○ ……併合の もの

2.開 坑 を主 とし、試掘 を従 として、 試掘 と同期に正式開坑 した ものは開坑にのみ計 出した。

再開 ・併合は開坑期 より後 期に関するもの を計上 した。

表9.開 坑 ・試掘の時期別分布

時期別

合 計

1

Ⅱ

皿

Ⅳ

V

開 坑

計

84

15.1

10.7

25.0

54.5

16.7

再開差引

73

15,1

12,3

2Z4

50。1

25.1

内・併合

10

1'G.0

10.0

20.0

40.0

20.0

試 掘

計

55

3.6

1.8

5.6

67.3

25.6

差 引

48

2。1

70.8

2Z1

ぐ鱒1.

2.

5.

表8.よ り作成

試掘 の差引は計 一(正 式開坑+開 坑+併 合)

で ある。

合計は実数である。

e

開
坑
時
期
別
分
布

炭
礦
の
開
坑
、
試
掘
数
を
時
期
別

・
主
要
炭
田
別
に
表
示
し
た
表
8
か
ら
、

開
坑
、
試
掘
の
時
期
別
分
布
状
況
を
比
率
に
直
し
た
の
が
表
9
で
あ
る
。
こ
れ

に
お
い
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

ω

第
Ⅲ
期
す
な
は
ち
日
露
戦
後
に
開
坑
が
急
増
し
第
Ⅳ
期

(第

一
次
大
戦

期
)
に
頂
点
と
し
て
お
り
、
試
掘
は
こ
と
に
第
Ⅳ
期
に
急
増
し
て
ゐ
る
。

②

第
Ⅲ

期
以
後
買
収
し
た
炭
坑
を
自
礦
に
合
併
す
る
例
が
増
加
し
、
開
坑

と
同
様
の
趨
勢
に
あ
る
。

⑤

再
開
は
第
Ⅳ
期
に
激
増
し
、
次
期
に
も
そ
の
余
波
が
つ
づ
い
て
ゐ
る
。

な
ど
,で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
鉄
道
国
有
化
前
後
よ
り
の
本
格
的
開
発
の
進
行
と

財
閥
を
中
心
と
す
る
中
央
大
資
本
の
進
出
、
ひ
い
て
そ
の
席
捲
し
て
ゆ
く
表
は



れ

に

ほ

か

な

ら

ず
、

第

W

期

の
そ

れ

は

第

一
次

大

戦

景

気

に

ょ

る

石

炭

需

要

の

躍

進

の
影

響

に

よ

る

も

の

で

あ

り
、

鉱

業

権

者

が
起

業

着

手

と

濫

掘

を

以

て

こ

の
好

機

に

対

応

し
た

こ
と

を

示

唆

す

る

も

の

と
見

る

こ

と

が

で
き

る
。

し

か

し

第

V

期

に

比

率

は

急

減

し

て
も
な

ほ

試

掘

着

手

が

少

く

な

い

こ
と

は

注

意

し

て

よ

い

で
あ

ら

う

。

口

開

坑

の
炭

田
別

分

布

中

心
炭

田

で
あ

る

石

狩
炭

田
を

夕

張
、

空

知

の
両

炭

田
に

二
分

し
、

釧

路

炭

田

と

そ

の
他

の
炭

田

と

に

大

別

し

て
表

8

に

示

し

た

が
、

こ
れ

を
分

布

率

に

改

め

た

の

が
表

10

で
あ

る

。

こ
れ

に

ょ
り

要
約

す

れ

ば
、

第

-

期

1
釧

路

炭

田
に

焦

点

が
見

ら
れ

、

石

狩

炭

田

は
夕

張

炭

田

に

比

重

が
あ

る

が
、

沿
革

的

に

は

む

し

ろ
黎

明

の

す

が

た

と

見

て

よ

い

で

あ

ら

う

Q

第
Ⅱ
期

第
Ⅲ
期

第
Ⅳ
期

第
V
期

停
頓
期
で
あ
る
。

石
狩
炭

田
は
本
格
的
開
発
期
に
入
る
。

前
期
に
つ
づ
き
石
狩
炭
田
の
開
発
が
顕
著
で
あ
る
が
、

こ
と
に
焦
点

は
空
知
炭
田
に
見
ら
れ
、
夕
張
炭
田
は
そ
の
開
磧
保
有
態
勢
が
ほ
ぼ

決

ま
っ
た
状
況
で
あ
る
。
右
の
空
知
に
次
い
で
釧
路
炭
田
が
再
び
急

速
に
脚
光
を
浴
び
て
ゐ
る
。

そ
れ
も
釧
路
と
そ
の
他
の
炭
田
i
留
萌
、

天
北
等
の
炭
田
に
試
掘
活
動

が
著
し
く
な
っ
て
ゐ
る
。

前
期
同
様
の
傾
向

で
あ
る
が
、
試
掘
活
動
は
留
萌
、
胆
振
等

の
方
面

に
集
中
し
た
。

以

上

の
開
礪

ウ

エ
イ

ト

の
趨

勢

は

次

に

よ

っ
て
簡

単

に

知

ら

れ

よ

う

。

(図1)

時 期 別にみた開

磧 ウエ イ トの高

い炭田

そ

の

他

釧

路

石
狩
{

空
知
夕
張

●●1

●皿

●●皿

○◎◎W

○V

〈備考〉●開坑◎試

掘を表わす。

表10.開 坑 、 試 掘 の 炭 田 別 分 布

合 計そ の 他釧 路空 知夕 張

計(開 坑)BABABABA

時期別

121(75)

11

9

21(20)

56(22)

24(M)

72

92

91

23.8

18.2

35.3

4.8

21.4

45.8

45

50

67

24.8

56.4

22.2

9.5

52.1

16.7

25

40

28.5

55.1

18,2

22.2

42.9

55.7

29.2

18

50

50

18,2

27.5

22.2

42.9

10.7

8.3

累 計

1

皿

皿

N

V

〈備考>1.表8よ り作成

2.Aは 表9の 開坑 一再開=差 引 数の時 期別合計に対する%、Bは 試掘/(開 坑+試 掘)

=%で あ る。 試掘数 も表9の 差引数に よる。

5.合 計は実 数で ある。

卜↓



要
す
る
に
主
力
炭
田
の
石
狩
炭
田
が
第
W
期
に
本
格
的
開
発
に
入
る
の
は
畢

寛
北
炭
の
運
炭
動
脈
独
占
の
崩
壊
に
誘
発
せ
ら
れ
た
表
徴
で
あ
り
、
第
W
期
の

空
知
、
釧
路
両
炭
田
の
開
発
増
勢
は

}
に
明
治
末
期
か
ら
第

一
次
大
戦
中
に
か

け
て
の
富
良
野
線
、
釧
路
地
方
幹
線
な
ど
の
鉄
道
開
通
が
与

っ
て
ゐ
る
と
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
こ
と
に
釧
路
炭
田
の
場
合
は
第
-
期
の
港
湾
か
ら
鉄
道

へ
の

運
送
手
段
の
変
化
乃
至
補
強
が
及
ぼ
し
た
影
響
が
表
徴
せ
ら
れ

て
ゐ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。
石
狩
、
釧
路
と
い
ふ
代
表
的
両
炭
田
は
第
W
期
ま
で
に
そ
の
開
発

の
態
勢
が
ほ
ぼ
定
ま
り
、
新
開
発
は
北
方
の
未
開
発
地
方
お
よ
び
南
西
部
の
良

質
と
は
い
へ
な
い
小
規
模
炭
田

へ
の
進
出
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
大
勢
が
第
W
、

V
期
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

臼

稼
行
炭
礦

数

原
表

「
北
海
道
地
方
炭
礦

開
坑
沿
革
要
覧
」
に
基
き
、
こ
れ
に

「
北
海
道
石

炭
礦

業
会
会
報
」
所
載
記
事
を
参
酌
し

て
作
成
し
た
稼
行
炭
礦

数
が
表
僧
で
あ

る
Q第
H
期
を

一
〇
〇
と
し
た
指
数
は
第
-
期
六
〇
、
第
皿
期

一
九
〇
、
第

W
期

四
七
五

(試
掘
を
除
け
ば
三

一
一
)
、

第
V
期
三
七
〇

(同
三
四
四
)
と
急
速

に
増
加
し
て
ゐ
る
。

時
期
別
の
炭

田
別
構
成
比
を
表
11
に
附
し
て
澄
い
た
が
、
前
掲
の
や
う
に
四

分
の

一
以
上
を
占
め
る
場
合
に
つ
き
構
成
比
を
三
段
階
に
区
分
し
て
簡
示
す
る

と
次
の
や
う
に
な
る
o

(図2)

時期別に見た稼行

炭礦数の多い炭田

そ

の

他

△

釧

路

◎

●

空
知

石
狩

{
夕
張

△

△

1

皿

△◎皿

●●W

●V

備

◎40%以 」二、●50

%以 上 、△25%以 上

を表 はす。

表11.時 期別 ・炭田別稼行炭礦 数

その他釧 路空 知夕 張石 狩合 計時期別

2

5

4

16(11)

16(10)

6(2)

6(1)

7(2)

29(15)

15

1

4(1)

11(1)

31(10)

25(2)

5

5

16(2)

19(5)

18

4

9(1)

27(5)

50(15)

43(2)

12(2)

20(2)

58(5)

95(59)

74(12)

1ⅡⅢ

ⅣV

構 成 比

17(20)

25(28)

11(12)

17(9)

22(10)

50(40)

50(28)

18(15)

51(25)

20(24)

8(10)

20(17)

29(50)

55(58)

54(57)

25(50)

25(28)

42(42)

20(29)

24(29)

55(40)

45(44)

71(75)

55(66)

58(66)

106

1eo

100

100

100

1

Ⅱ皿

N

V

炭礦数の()内 は試掘開坑数であり、内数とする。

構成比の()内 は試掘を差引いた開坑数の構成比である。

本表はA類 資料を主 として作成 した原表 より作成 した。

1。

2.

5.

〈備考〉

 

上
記
の
開
坑
、
試
掘

の
趨
勢
よ
り
も
は
っ
き
り
と
こ
こ
に
第
Ⅰ
期
に
お
け
る

釧
路
炭

田
の
優
先
開
発
、
第
Ⅲ

期
に
診
け
る
石
狩
炭
田
-
こ
と
に
夕
張
炭
田
の

急
速
な
開
発
、
次
い
で
空
知
炭

田
へ
の
展
開
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

試
掘
、
開
坑
と
そ
の
後
沿
革
、
稼
行
炭
礦

数
の
准
移
の
間
に
炭
礦

の
譲
受
渡

」「ヨ



を

生

じ

た

も

の
も

あ

る

が
、

こ
れ

に

つ
い

て
時

期

的

に

譲

受
数

と

譲

受

者

の
居

住

地

別

、

お

よ

び

対

稼

行

炭
礦

数

比

な

ど

を

示

し

た

の

が
表

12

で
あ

り

そ

の
炭

田

別

分

布

を
表

ー5
に

掲

げ

た

。

時

期

別

の
集

計

結

果

で

あ

る

か

ら
、

な

か

に

は

一

時

期

に

二

回

以
上

も

転

々
と
礦

業

権

が

移

転

す

る

例

も

あ

っ

て
、

延

計

で

は

一

概

に

律

し
得

な

い

が
、

大

体

の
様

子

は

う

か

が

う

こ
と

が

で

き

る

。

表12.炭礦 の譲受概況

ま
つ

表

12

に

つ
い

て
要

約

す

れ

は
、

ω

第

-

期

に

稼

行
炭
礦

数

の

三
分

の

一
が

譲

受

渡

せ

ら

れ

て

ゐ

る

が
、

こ
れ

は

北

炭

の

設
立

と

こ

れ

の
官

行
炭
礦

譲

受

に

よ

る

も

の

で
あ

る
。

譲

受

が

活

発

に

な

る

の

は
第
Ⅲ

期

以

後

で
あ

っ

て
、

四
〇

%

以

上

に

あ

る
。

②

譲受者

道 外%
A/B

稼行炭礦

数(B)

譲受者居住別

道 外道 内

譲受数

(A)

時期別

50.0

66.7

52.4

65.0

95.9

55.5

15.0

55.6

42.1

446

12(2)

20(2)

58(5)

95(59)

74(12)

2

2

11

26

51

2

1

10

/4

2

4

5

21

40

33

I

II

皿

V

炭礦譲受の炭田別分布表15.

その他釧 路空 知夕 張石狩計譲受数時期別

50(100)

67

14(20)

15(29)

6

55(100)

14(20)

25(56)

56(50)

55(40)

55(21)

42(50)

50

58(50)

25(14)

15

50

71(70)

60(36)

58(50)

4(2)

3(1)

21(10)

40(14)

ろ5(2)

1

H

皿

V

<備 考>1.譲 受 数は実数、()内 は道内居住者 の譲受数で内数である。

2.炭 田別はすべて%、()内 は道 内居住者の譲受数の構成比である。

こ

の
う

ち

譲

受

者

が

道

外

居

住

の
場

合

が

つ
ね

に

五
〇

%

以

上

を
占

め
、

第

V

期

に

至

っ
て
は

九

四
%

と

い
う

超

高

率

で
あ

る
。

財

閥

を

主

と

す

る

道

外

資

本

の
進

出

と
、

そ

の
進

出

方

法

の
主

軸

が

買

収

活

動

に

あ

っ
た

こ
と

を

如

実

に

物

語

っ

て

ゐ

る
。

表

15
に

よ
り

各

期

に

お
け

る
炭

田

の

ウ

エ
イ

ト

の
椎

移

を
簡

略

に

示

す

と

次

の

や

う

で

あ

る

。

(図5)
時期別にみた炭礦譲

く備考〉 受の多い炭田

そ

の

他

釧

路

石
狩

{
空
知
夕
張

◎

▼
◎1

◎
●

▲
皿

●

△

●

△
皿

△●

●
▲

◎

△
V

対
譲
受
数
比
四
〇
%
以
上
◎
、
三
〇
%
以
上
●
、

道
内
居
住
者
に
お
け
る
構
成
比
五
〇
%
以
上

▲
、

三
〇
%
以
上

△
で
表
は
す
。

右
に
つ
い
て
要
言
す
れ
は
、

ω

第
Ⅰ
期
は
夕
張
炭
田
と
そ
の
他
と
に
譲
受
が
見
ら
れ
る
が
、

前
者
は
前
記
の
や
う
に
北
炭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
第
Ⅱ

期
に
は

釧
路
炭
田
に
活
発
と
な
り
、
第
Ⅲ
期
以
後
石
狩
炭

田
に
お
い
て
増

加
す
る
な
か
で
そ
の
比
重
が
夕
張
炭
田
か
ら
空
知
炭
田
に
移
っ
て

ゆ
く
。
釧
路
炭
田
で
は
第
Ⅴ

期
に
再
び
増
加
す
る
。
第
Ⅲ
期
以
降

一
72
一



は
稼

行

炭

礦
数

の
ウ

エ
イ

ト

の
椎

移

と

大

体

同

趣

で

あ

る

。

②

譲

受

者

の
居

住

地

道

内

外

各

別

に

お
け

る

炭

田
分

布

も

ま

た

道

内
、

道

外

と

も

大

体

同

様

の
傾

向

で

は

あ

る

が
、

比

較

的

に

い

っ
て
道

内

居
住

者

は

釧

路

炭

田

に

多

く
、

道

外

居

住

者

は

石

狩
炭

田
に

買

収

対

象

を

求

め

る

こ
と

が

多

い

と

い

う

違

ひ

が
見

ら

れ

る
。

釧

路

炭

田

に

多

い

こ

と

に
関

し

て
は

後

に

も
関

説

す

る

が
、

釧

路

炭

田

は
同

地

方

在

住

者

に

よ

る
開

発

・
譲

受

が

他

地

方

に
比

し

活

発

で
あ

る

こ
と

の
表

は
れ

で

あ

る

と

い

っ
て

よ

い
・

一四

開

坑

沿
革

の

タ
イ

プ

素

表

・
北

海

道

地
方

炭

礦

開

坑

沿

革

要

覧

を
基

に

し

た
炭

礦

の
開

坑

、

譲

受

な

ど

に

つ

い

て

の
集

計
結

果

に

よ
り

そ

の

概
勢

を
見

て
き

た

が
、

そ

れ

で

は

具

体

的

に

諸

炭

礦

の
開

坑

沿

革

は

ど

う

で
あ

っ
た

の

か
。

諸
炭

礦

そ

れ

ぞ

れ

の
沿

革

を

開

坑

ー
譲

受

に

主

眼

を

澄

い

て
整

理

し

て
み

る

と
、

い

く

つ
か

の

タ

イ

プ

を

認

め
る

こ

と

が

で
き

る

。

な

ほ

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
余

地

が

残

さ

れ

て

ゐ
る

。

た

と

へ
ば
譲

渡

側

の
要

因

と

し

て
、

新

夕

張

の

や

う

に
大

変

災

事

故

の
惹

起

に

よ
る

打

撃
、

登

川

の

や

う

に

他

礦

区

買

収

、

開

発

資

金

の
取

得

を

目

的

と

す

る

も

の
、

山

県

系

諸

炭

礦

の

や

う

に

山

県

の
破

産

に

ょ

る

も

の
、

三

井

の

や
う

に
或

る

時

期

に

傘

下

炭

礦

の

経

営

分

担

構

想

に

基

い

て
譲

渡

し

た

と

認

め

ら
れ

る

も

の
、

そ

の
他

諸

種

の
事

情

が

あ

り
、

譲

受

側

に

お

い

て
も

そ

れ

ぞ

れ

の
事

情

や
期

図

が

あ

り
、

こ
れ

ら

の

諸

要
件

を

も

加

へ
て

検

討

整

理

し

た

上

で
区

分

基

準

を
立

て
な

け

れ

ば

適

恰

と

は

い

へ
一な

い

が
、

そ

れ

へ
の

一
段

階

と

し

て
、

本

稿

の
利

用
資

料

の
範

囲

内

に
お

い

て
単
純

に

一
応

の
区

分

を

し

た

に

す

ぎ

な

い

こ

と

を

お
断

り

し

て
、

一
の
試

み

と

し

て
提

出

し

て

お
く

こ
と

に

す

る

o開

坑

沿

革

の

タ

イ
ブ

と

し

て
大
体

次

の
六

種

に

区

分

で

き

る

や
う

で
あ

る
。

タ

イ

ブ
　

処

女

開

坑

:

:

:
鉱

業

権

に

若

干

の
転

移

は

あ

っ

て
も
、

未

着

手

の

も

の
を

鉱

業

権

者

が
開

坑

し
、

経

営

を

継

続

す

る
。

(
例

三

井

砂

川

)

タ

イ

プ
　

開

坑

買

収

・
:

・
:
開

坑

後

ほ

ど

な

く

譲

受

渡

が

な

さ

れ

て
以

後

譲

受

者

が

経

営

を

継

続

す

る
Q

(
例

三
菱

美

唄

)

タ

イ

プ
　

着

手

不

況

:

:

:
試

掘

あ

る

い

は

開

坑

し

て

も
主

と

し

て
炭

況

不
振

に

ょ
り

休

山

し
、

も

し

く

は

抵

当
差

入

れ

の
挙

句

に
譲

渡

せ

ざ

る

を
得

な

く

な

る

が
、

抵

当

差

押

人

ま
た

は
譲

受

者

が
休

山

し
、

遅

か

れ

早

か

れ

有

力

資

本

に

買

収

せ

ら

れ

る
。

(
例

錦

旗

日

三
井

美

唄

の

}
部

)

タ

イ
プ
　

共

同

名
儀

人

の
専

営

譲

受

:

:

:
経

営

上

或

は

資

本

強

化

上

共

同

名

義

と

な
り

、
一

方

が

経

営

に

当

る

が
そ

の
後

一
方

の
資

本

力

の
低

下

或

は

経

営

意

欲

お

よ

び
資

本
力

の
強

い
他

方

が
専

有

す

る

に

至

る

。

(
例

新

夕

張

)

タ
イ

プ
　
　
開

発

政

策

.

.

.

.
:
炭

礦

開

発

政

策

と

し

て
有

力

資

本

を
勧

誘

し

て
買

収

経

営

せ

し

め

る
構

想

を

具
体

化

す

る
。

(
例

釧

路

地

方

有

力

者

等

に

ょ
る

木

村

組

、

三
井

誘

致

)

タ
イ

ブ
　

転

々
移

動

:

:

:
礦

業

権

が

転

々
と

移

動

す

る

。

(
例

茅

沼

、

奔

別
炭

礦

系
炭

礦

)

次

に

、

こ
れ

ら

の

タ

イ
プ

の

モ
デ

ル
例

の
具

体

的

な
沿

革

を

参

考

に

掲

げ

て

澄
く

。

た

だ

し
、

モ
デ

ル
各

礦

の
沿

革

の

詳

細

は

原

表

・
北

海

道

地

方

炭

礦
開

坑

沿

革

要

覧

に

つ
い

て
見

て
頂

く

と

し

て
、

表

14
に

は

沿

革

上

の
鉱

業

権

者

・

経

営

者

は

資

本

.
業

種

別

を

以

て
表

示

し
、

そ

の
他

も

記

号

を

以

て
示

し

た

の

で
、

同

図

表

末

尾

の
備

考

を

参

照

せ
ら

れ

た

い

。

右

の

モ
デ

ル
例

の

な

か

に

も

顔

を

出

し

て

ゐ

る

が
、

北

海

道

地
方

炭

礦

の
開

坑

沿

革

を

通

覧

し

て

み

る

と

そ

の
な

か

に

注

目

せ

ら

れ

る

活

動

家

が
若

干

見

出

さ

れ

る

。

一
礦
、

二
礦

の
開

発

-
経

営

に

力

を
傾

注

し

た

人

は

多

い

が
、

多

く

の
炭

礦

を

手

が

け

、

そ

し

て
結

果

的

に

は

そ

の
殆

ん

ど

を

手

放

し

て
い

っ
た

人

た
ち

で
あ

る

。

代

表

例

を

あ
げ

る

と

山

県

勇

三

郎
、

奈

良

義

路

、

飯

田

延
太

郎

の
三

人

で
あ

る

○



こ
の
三
人
の
具
体
的
な
経
営
は
後
節

で
ふ
れ
る
の
で
略
す
る
が
、
山
県
は
釧

路
地
方
の
豪
商
で
あ
り
、
Ⅱ
期
に
釧
路
炭
田
の
諸
礦

の
開
発
を
手
が
け
、
次
い

で
石
狩
炭
田
に
進
出
し
た
が
、

日
露
戦
後
不
況
の
な
か
で
破
産
し
て
坐
折
し
た
。

奈
良
は
北
炭
夕
張
礦
の
飯
場
頭
出
身
で
、
Ⅱ
Ⅲ

期
に
活
動
し
た
三
菱
地
区
の
開

発
者
で
あ
る
。
飯
田
は
東
京
に
本
拠
を
お
く
弁
護
士
で
あ
る
が
、
Ⅲ
Ⅳ
期
に
開

坑
-

売
山
を
繰
返
し
て
い
る
。
そ
れ
も
譲
渡
先
は
三
井
、
三
菱
と
大
物
で
あ
る
。

1V新夕張

 

〈

図
4
の
備
考

>

t

炭
礦
名
の
冠
頭
に
附
し
た
Ⅰ
-

Ⅵ
は
タ
イ
ブ
別
を
示
す
。

2

標
記
の
炭
礦
名
が
基
幹
礦

で
あ
り
、

こ
れ
に
合
併
せ
ら
れ
た
も
の
は
欄
内

の
〈

〉
内
に
掲
げ
た
。
但
し
、
飯

田
延
太
郎
関
係
炭
礦
は
経
営
炭
礦
名
で

あ
る
0

5

鉱
業
権
者
は
種
別
を
以
て
示
し
た
。
但
し
、
財
閥
系
は
明
記
し
た
。

(飯

田
延
太
郎
系

の
北
海
道
採
炭
は
除
く
)

ま
た

(

)
を
附
し
た
も
の
は
未
詳
に

つ
き
種
別
区
分
の
で
き
な
い
法
人
で

あ
る
。
個
人
は
?
と
し
た
。

4

鉱
業
権
者
名
の
頭
に
附
し
た
記
号
は
次
を
示
す
。

図
開
抗

口
試
掘
開
抗

▼
再
開
抗

◎
道
内
居
住

○
道
外
居
住

5

表
示
は
次
の
通
り

1
継
続

…
休
山

↓
合
併

(図4)炭 礦 開坑沿 革モ デル例

V太 平洋炭礦
タイブⅥ茅沼 く春採〉 〈別保〉



1三 井砂川
日石光珠→

1.Ⅲ ・IV三 井美唄

Ⅵ 奔別炭礦系炭礦
→住友

ll飯 田延太郎関係炭礦

〈登爪〉 〈幌向〉 〈穂別〉 〈美唄〉


